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第 4 章では，ぜい性破壊を研究するためのメ、ノず力学的な方法論について述べている o マイクロクラックの Nuclea­
tion と Growth の理論に，材料の損傷の測度をマクロに規定する Percolation 理論を複合させた NGP モデルを提案
している。
第 5 章では， レーザーによって誘起された衝撃波によるガラスのスポール破壊について NGP モデルを適用し， マ
イクロクラック場の挙動がスポール破壊の時間的推移を特性づける事を明らかにしている o
第 6 章では，主き裂を含む材料の破壊の問題に対して NGP モデルを適用し，主き裂とマイクロクラック場の相互
作用について論じるとともに，マイクロクラック場の進展特性から破壊じん性の負荷速度依存性やき裂の分岐が説明
できることを示している。
第 7 章では， NGP モデルによる数値シミュレーションを 3 次元アルゴリズムに発展させる必要性とその方法論に
ついて述べている。
? ???
第 8 章では，今後の具体的な研究課題の 1 っとして，粒子動力学 (Particle Dynamics) と Percolation 理論を複
合した数値シミュレーションについて提案している。
論文審査の結果の要旨








cleation, Growth and Percolation の三段階理論を提唱し， これに基づいたメゾ力学的な NGP モデルを構築して，




(2) き裂速度の限界が Rayleigh 波速度ではなく，その数値の約半分の終速度であるという考えを， レーザーによる
超高速衝撃実験で実証している。また最近国際的な傾向として，高速破壊時には Localization という伝統的な考
えは適用できないと言われているが，その説を裏付ける有力な実験結果を与えているo
(3) ぜい性な材料中のランダムな損傷の測度を，場のある種の平均量ではなく，より信頼性の高い Percolation 理論
を導入し，微視的観察だけを基にしたメゾ力学モデルである Nucleation， Growth and Percolation (NGP) 理論
を構築している o
(4) NGP 理論に基づいた数値解析アルゴリズムを完成し，広い範囲のぜい性破壊の現象をシミュレーションするこ
とに成功している。さらにセラミックスのような不均質材料の破壊に対して， NGP 理論と粒子動力学 (Particle
Dynamics) を複合したシミュレーション理論を提案している。
以上のように本論文では，新しい超高速破壊実験法を開発するとともに，物理的な裏付けが明確で実験的に測定が
可能なノfラメータに基づいた統一的で簡明なぜい性破壊のモデルを構築し，ぜい性破壊のメカニズムを解明するため
の有力な手法を提唱している o この成果は，広く物理的な合理性と工学への応用性をもつものであり，破壊力学なら
びに材料科学に寄与するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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